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背景および目的と結論

異なる発揮筋力を目標とした素早い力発揮における、発揮
筋力（Peak Force）とRate of Force Development（RFD）と
の間には、有意な相関関係が認められる（右図Ｄ）。この相
関関係の一次方程式の「傾き」は、RFD-Scaling factor
（RFD-SF）と呼ばれている（右図の赤丸の数式）。このRFD-
SFは、パワートレーニングで増加することや、高齢者やパー
キンソン病患者において低値を示すことが報告されているこ
とから、RFD-SFが身体運動科学やリハビリテーション分野に
おいて、高い可能性を秘めた評価指標になるのではないかと
言われている。しかし、RFD-SFの生理学的な意味には不明な
点が多い。

方 法

結果と
考察

全ての被検者において、誘発張力とRFDとの間には有意な正の相関関係が認められた。
相関係数と傾きにＰＡＰによる有意な違いは認められなかった。
縦軸をＲＦＤとした場合のy切片は、ＰＡＰ条件で有意に高値を示した。
傾きは神経系機能の増加に、ｙ切片は筋機能の増加に反映されるかもしれない。

• 被検者（男性11名）に、最大随意収縮を行わせ、その前後にて、後脛骨神経
に1、2、3回のパルス状の電気刺激をランダムに加え等尺性足関節底屈張力を
測定した。

• 2パルス刺激は1，2，4，10ms、3回パルス刺激は10msの刺激間隔とした。
• 最大随意収縮は2回実施し、1回目は1パルス刺激と2パルス刺激（10ms間隔）

および3回パルス刺激（10ms間隔）とし、2回目は 1パルス刺激と2パルス刺激
（ 1，2，4 ms間隔）とした。

• 各被検者で、上記の刺激条件において誘発された張力とRFDとの関係から、
RFD-SF（傾き、y切片、相関係数）を算出した。

• 最大随意収縮前に誘発したデータをＰＡＰ無し条件、最大随意収縮後に誘発
したデータをＰＡＰ有り条件とした。

• 各被検者から算出された、傾き、y切片、相関係数において、ＰＡＰ無し条件
とＰＡＰ有り条件の比較を行った。
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【目的】活動後増強（Post-Activation
Potentiation: PAP）を用いて末梢的な筋
機能の増加がRFD-SFに与える影響を明
らかにするである。

【結論】末梢的な筋機能の増加は、
RFD-SFのy切片の増加に反映される
ことが示唆された。
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ピーク張力とピークＲＦＤを測定した。

*


